
　
令
和
４
年
第
３
回
及
び
第
４
回
臨
時
会
並
び
に

　
第
４
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

議案番号 件　　　　　名 採決
結果

議案第１号 いすみ市過疎地域持続的発展計画の策定について 可決

議案第２号
いすみ市過疎地域の持続的発展
の支援に関する特別措置法の適
用に伴う固定資産税の特例に関
する条例の制定について

可決

議案第３号
いすみ市産業振興及び雇用の
促進に関する条例の一部改正
について

可決

議案第４号 いすみ市使用料条例の一部改正について 可決

議案第５号 令和４年度いすみ市一般会計補正予算（第９号） 可決

議案第６号 いすみ市監査委員の選任について（川嶋英之氏） 同意

い す み 議 会 だ よ り 第 69 号 　

議
会
だ
よ
り�

第
69
号

第
３
回
臨
時
会

　

�　
第
３
回
臨
時
会
が
11
月
29
日
に
開
催
さ
れ
、
令
和
４
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予

算
ほ
か
６
議
案
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

第
４
回
臨
時
会

　

�　
第
４
回
臨
時
会
が
12
月
６
日
に
開
催
さ
れ
、
新
た
に
市
民
の
代
表
と
な
っ
た
18
人
の
議

員
に
よ
り
正
副
議
長
選
挙
を
行
い
、
議
長
に
麻
生
実
氏
、
副
議
長
に
魚
地
展
弘
氏
が
選
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

�　
続
い
て
各
常
任
委
員
会
委
員
及
び
議
会
運
営
委
員
会
委
員
の
指
名
、
各
一
部
事
務
組
合

議
会
議
員
の
選
挙
を
行
い
、
新
た
な
議
会
の
構
成
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。（
次
頁
掲
載
）

第
４
回
定
例
会

　

�　
第
４
回
定
例
会
が
12
月
13
日
か
ら
27
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
令
和
４
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算

ほ
か
５
議
案
が
審
議
さ
れ
、
採
決
の
結
果
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
、
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

主
な
議
決
内
容

第
３
回
臨
時
会

　
○�

令
和
４
年
度
い
す
み
市
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、
６
億
１
４
１
１
万
８
千
円
を

追
加
し
、
総
額
１
８
３
億
６
９
９
３
万
３
千
円
と
す
る
こ
と
に
賛
成
多
数
で
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

第
４
回
定
例
会

　
○�

い
す
み
市
監
査
委
員
に
川
嶋
英
之
氏
を
選
任
す
る
こ
と
に
全
会
一
致
で
同
意
さ

れ
ま
し
た
。

議案番号 件　　　　　名 採決
結果

議案第１号
専決処分の承認を求めること
について（令和４年度一般会
計補正予算 第７号）

承認

議案第２号
いすみ市議会の議員報酬及び
費用弁償等に関する条例の一
部改正について

可決

議案第３号
いすみ市特別職の職員の給与
及び旅費に関する条例の一部
改正について

可決

議案第４号
いすみ市一般職の職員の給与等
に関する条例及びいすみ市一般
職の任期付職員の採用に関する
条例の一部改正について

可決

議案第５号 令和４年度いすみ市一般会計
補正予算（第８号） 可決

議案第６号 令和４年度いすみ市介護保険
特別会計補正予算（第３号） 可決

議案第７号 令和４年度いすみ市水道事業
会計補正予算（第２号） 可決

報告第１号 専決処分の報告について 報告

第４回定例会の議決結果 第３回臨時会の議決結果
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Q&AQ&AQ&A 一 般 質問

　第４回定例会の一般質問は、12月22日に７名の議員から市政に関する諸問題についての質問があり、
活発な議論が展開されました。ここでは、紙面の関係で主な質問及び答弁の一部を掲載します。
　なお、一般質問及び議案審議状況等の会議録をご覧になりたい方は、いすみ市のホームページ又は夷
隅文化会館、大原文化センター及び岬公民館の各図書室で閲覧することができます。
　（第４回定例会の会議録は３月上旬に公開を予定しています。）

黒須美智雄 議員 令和３年第４回定例会で一般質問した自然災害の対応

井上ひろみ 議員 来年度の予算編成／市内交通の充実／マイナンバーカードと健康保険証
一体化

山 口 朋 子 議員 ＨＰＶワクチンの男性への接種／伴走型子育て支援／子宮頸がん撲滅の
ための予防

元 吉 栄 一 議員 水道水の安全確保／人・農地プランの法定化

峰 島 正 広 議員
障がい者・難病患者のための非常用電源購入費の助成／オストメイトが
災害時に安心して使用出来る避難所や装具補完と専用トイレを備蓄する
こと

太 田 雅 彦 議員 椎木堰から夷隅川に至る法定外水路の整備

田 井 秀 明 議員 コロナ第８波対策／税金の徴収の公平

一
部
事
務
組
合
・

広
域
連
合
議
会
議
員

国
保
国
吉
病
院
組
合

浅　
野　
照　
久

黒　
須　
美
智
雄

山　
口　
朋　
子

石　
川　
光　
男

井　
上　
栄　
弌

布
施
学
校
組
合

峰　
島　
正　
広

太　
田　
雅　
彦

横　
山　
正　
樹

広
域
市
町
村
圏

事
務
組
合

魚　
地　
展　
弘

川　
嶋　
英　
之

麻　
生　
　
　
実

夷
隅
環
境
衛
生
組
合

せ
ん
だ　
雄　
太

高　
原　
和　
江

元　
吉　
栄　
一

麻　
生　
　
　
実

千
葉
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合

半　
場　
新　
一

い す み 議 会 だ よ り 第 69 号

議　長　麻　生　　　実
副議長　魚　地　展　弘 ◎委員長　〇副委員長 いすみ市議会の構成

　

総
務
課
、
財
政
課
、
税

務
課
、
危
機
管
理
課
、
企

画
政
策
課
、
企
業
誘
致
・

魅
力
づ
く
り
室
、
会
計
課
、

選
挙
管
理
委
員
会
、
監
査

委
員
、
議
会
事
務
局
に
関

す
る
事
務
調
査
や
請
願
、

陳
情
を
審
査
し
ま
す
。

　
◎　
井　
上　
栄　
弌

　
〇　
黒　
須　
美
智
雄

　
　
　
高　
原　
和　
江

　
　
　
浅　
野　
照　
久

　
　
　
魚　
地　
展　
弘

　
　
　
麻　
生　
　
　
実

総
務
常
任
委
員
会

　

会
期
日
程
や
議
案
、
請

願
、
陳
情
の
取
扱
い
、
議

長
の
諮
問
事
項
な
ど
、
議

会
の
円
滑
な
運
営
方
法
に

つ
い
て
協
議
を
行
い
ま

す
。

　
◎　
久　
我　
　
　
司

　
〇　
半　
場　
新　
一

　
　
　
黒　
須　
美
智
雄

　
　
　
山　
口　
朋　
子

　
　
　
横　
山　
正　
樹

　
　
　
井　
上　
栄　
弌　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

農
林
課
、
水
産
商
工
観

光
課
、
建
設
課
、
水
道
課
、

農
業
委
員
会
に
関
す
る
事

務
調
査
や
請
願
、
陳
情
を

審
査
し
ま
す
。

　
◎　
横　
山　
正　
樹

　
〇　
山　
口　
朋　
子

　
　
　
せ
ん
だ　
雄　
太

　
　
　
田　
井　
秀　
明

　
　
　
井　
上　
ひ
ろ
み

　
　
　
石　
川　
光　
男

産
業
建
設
常
任
委
員
会

　

福
祉
課
、
子
育
て
支
援

課
、
健
康
高
齢
者
支
援
課
、

市
民
課
、
環
境
保
全
課
、

教
育
委
員
会
に
関
す
る
事

務
調
査
や
請
願
、
陳
情
を

審
査
し
ま
す
。

　
◎　
半　
場　
新　
一

　
〇　
太　
田　
雅　
彦

　
　
　
峰　
島　
正　
広

　
　
　
元　
吉　
栄　
一

　
　
　
久　
我　
　
　
司

　
　
　
川　
嶋　
英　
之

文
教
厚
生
常
任
委
員
会
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い す み 議 会 だ よ り 第 69 号

自
主
防
災
組
織
の
意

義
を
説
明
し
、
結
成
へ

の
ご
理
解
が
得
ら
れ
る

よ
う
努
力
し
て
い
く

経
済
情
勢
の
動
向
を

見
定
め
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、

農
業
経
営
を
継
続
さ
せ

る
た
め
の
必
要
な
対
策

を
講
じ
て
い
く

水
道
課
、
建
設
課
、

環
境
保
全
課
、
農
林
課

の
４
課
に
お
い
て
、
市

民
へ
の
対
応
や
勝
浦
地

先
で
の
埋
め
立
て
現
場

の
確
認
、
勝
浦
市
と
の

情
報
共
有
を
し
て
い
る

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク

チ
ン
接
種
が
子
宮
が
ん
の

予
防
に
対
し
必
要
な
こ
と

と
考
え
る
の
で
、
前
向
き

に
検
討
し
て
い
く

長
期
停
電
時
の
医
療

機
器
に
対
す
る
非
常
用

電
源
は
必
要
な
も
の
と

考
え
ま
す
の
で
、
現
状

の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
先

進
地
事
例
の
検
証
、
財

源
の
確
保
等
多
方
面
か

ら
検
討
を
進
め
て
い
く

答

答

答

答

答

黒�

須
議
員　
地
域
が
一
体
と
な
っ

た
防
災
活
動
を
行
う
た
め
の
防

災
組
織
を
設
置
促
進
す
る
こ
と

は
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
現

在
の
設
置
数
及
び
今
後
の
目
標

設
置
数
、
並
び
に
目
標
設
置
数

に
向
け
て
の
促
進
方
法
を
伺
い

た
い
。

危�

機
管
理
課
長　
い
す
み
市
に
お

け
る
現
在
の
自
主
防
災
組
織
設

置
数
は
18
団
体
で
、
市
内
全
体

に
お
け
る
全
世
帯
活
動
カ
バ
ー

率
は
15
・
９
％
で
す
。

　

�　

今
後
の
目
標
と
し
て
は
、
令

和
２
年
度
に
策
定
し
た
「
い
す

み
市
国
土
強
靭
化
計
画
」
に
お

い
て
、
そ
の
時
点
で
の
カ
バ
ー

率
は
12
・
６
％
、
令
和
７
年
度

で
の
目
標
を
20
％
と
設
定
し
て

い
ま
す
。

　

�　

目
標
設
置
数
に
向
け
て
の
促

進
方
法
に
つ
い
て
は
、
行
政
協

力
員
会
議
や
地
域
防
災
訓
練
、

職
員
派
遣
講
座
、
災
害
対
策

井�

上
議
員　
来
年
度
の
予
算
編
成

に
あ
た
り
、
農
業
経
営
者
へ
の

物
価
高
騰
に
よ
る
負
担
軽
減
策

な
ど
、
農
家
経
営
が
継
続
出
来

る
よ
う
支
援
を
し
て
い
た
だ
き

た
い
が
市
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

農�

林
課
長　
令
和
４
年
第
３
回
の

定
例
会
に
お
い
て
、
物
価
高
騰

対
策
に
対
し
、
い
す
み
市
農
業

者
経
営
継
続
支
援
事
業
の
補
正

予
算
を
承
認
い
た
だ
き
、
令
和

４
年
度
に
お
い
て
事
業
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　

�　

令
和
５
年
度
に
お
い
て
も
、

元�

吉
議
員　
荒
木
根
ダ
ム
周
辺
の

勝
浦
地
先
で
埋
め
立
て
が
行
わ

れ
て
い
る
と
の
市
民
か
ら
の
情

報
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な
対

応
を
行
っ
た
の
か
伺
い
た
い
。

農�

林
課
長　
水
道
課
、
建
設
課
、

環
境
保
全
課
、
農
林
課
の
４
課

に
お
い
て
、
市
民
へ
の
対
応
や

勝
浦
地
先
で
の
埋
め
立
て
現
場

の
確
認
、
勝
浦
市
と
の
情
報
共

有
を
し
て
い
ま
す
。

山�

口
議
員　
本
市
の
男
性
へ
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

の
お
考
え
を
伺
い
た
い
。

健�

康
高
齢
者
支
援
課
長　
Ｈ
Ｐ
Ｖ

（
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス
）

の
感
染
経
路
は
性
的
接
触
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
性
交
渉
を
経

験
す
る
年
頃
に
な
れ
ば
、
男
女

を
問
わ
ず
、
多
く
の
方
が
Ｈ
Ｐ

Ｖ
に
感
染
す
る
と
言
わ
れ
て
い

令
和
３
年
第
４
回
定

例
会
で
一
般
質
問
し

た
自
然
災
害
の
対
応

黒
須
美
智
雄�

議
員

障
が
い
者
・
難
病
患

者
の
た
め
の
非
常
用

電
源
購
入
費
の
助
成

峰
島
正
広�

議
員

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
講
座
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
広
報
紙

等
に
お
い
て
自
主
防
災
組
織
の

意
義
を
説
明
し
、
結
成
へ
の
ご

理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う
、
ま
た

今
年
度
か
ら
自
主
防
災
組
織
の

助
成
制
度
を
拡
充
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
周
知
も
図
り
な
が
ら

目
標
達
成
に
向
け
て
努
力
し
て

い
き
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成

井
上
ひ
ろ
み�

議
員

水
道
水
の
安
全
確
保

元
吉
栄
一�

議
員

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の

男
性
へ
の
接
種

山
口
朋
子�

議
員

燃
油
・
肥
料
・
飼
料
・
資
材
は

高
騰
が
続
く
と
予
想
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
米
価
も
令
和
３
年
産
か

ら
見
る
と
令
和
４
年
産
は
１
俵

２
千
円
ほ
ど
上
昇
し
ま
し
た
が
、

令
和
５
年
産
の
米
価
に
関
し
て

は
、
今
は
不
透
明
な
状
況
で
す
。

　

�　

市
と
し
て
は
、
経
済
情
勢
の

動
向
を
見
定
め
、
国
・
県
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
、
農
業
経

営
を
継
続
さ
せ
る
た
め
の
必
要

な
対
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

峰�

島
議
員　
電
子
医
療
機
器
を
使

用
す
る
障
が
い
者
・
難
病
患
者

を
災
害
時
の
停
電
か
ら
生
命
を

ま
す
。

　

�　

男
性
へ
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
状
況
で
す
が
、
１
３
０

か
国
以
上
の
国
や
地
域
で
実
施

し
て
お
り
、
国
内
で
は
４
価
の

Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
任
意
で
接

種
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

�　

市
と
し
て
は
、
男
性
へ
の
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
子
宮
が

ん
の
予
防
に
対
し
必
要
な
こ
と

と
考
え
る
の
で
、
前
向
き
に
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

　

�　

埋
め
立
て
現
場
が
、
勝
浦
地

先
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
勝
浦
市

生
活
環
境
課
に
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
埋
め
立
て
面
積
が
５
０
０

㎡
未
満
で
あ
る
た
め
届
出
は
不

要
と
の
回
答
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
水
質
汚
染
等
の
懸
念

も
あ
る
た
め
、
勝
浦
市
で
土
壌

検
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
有

害
物
質
等
の
検
出
は
さ
れ
な

か
っ
た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

�　

今
後
も
い
す
み
市
、
勝
浦
市
、

大
多
喜
町
の
２
市
１
町
で
綿
密

な
連
携
を
取
り
、
荒
木
根
ダ
ム

の
維
持
管
理
に
務
め
て
ま
い
り

ま
す
。
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保
育
所
に
通
所
す
る

子
供
達
や
地
域
市
民
の

安
全
性
を
考
慮
し
、
地
元

土
地
改
良
区
と
十
分
協

議
し
て
、
地
域
水
路
の
流

域
等
の
調
査
を
行
い
、
実

施
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
を
し
て
い
く

医
療
機
関
、
集
団
接
種

会
場
で
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
の
ほ
か
、
基
本
的
感
染

対
策
の
注
意
喚
起
を
防

災
行
政
無
線
、
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
行
っ
て
い
る

答

答 コ
ロ
ナ
第
８
波
対
策

田
井
秀
明�

議
員

椎
木
堰
か
ら
夷
隅
川
に
至

る
法
定
外
水
路
の
整
備

太
田
雅
彦�

議
員

太�

田
議
員　
椎
木
堰
か
ら
夷
隅
川

に
至
る
法
定
外
水
路
は
、
本
来
、

農
業
用
水
の
目
的
で
利
用
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
近
年
は
農
業

耕
作
者
も
少
な
く
な
り
、
地
域

の
排
水
路
と
し
て
の
役
割
が
高

く
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
護

岸
の
崩
れ
も
あ
り
、
隣
接
す
る

道
路
の
影
響
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
道
路
整
備
も
含
め
市
と
し

て
水
路
整
備
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
思
う
が
、
市
の
考
え
を

伺
い
た
い
。

建�

設
課
長　
太
東
保
育
所
周
辺
の

市
道
と
水
路
が
平
行
し
て
い
る

場
所
に
つ
い
て
は
水
路
側
法
面

崩
落
や
、
道
路
の
陥
没
が
発
生

し
た
場
合
に
は
、
市
に
お
い
て

修
繕
工
事
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
農
業
用
水
路
と
し

て
機
能
を
果
た
し
た
、
こ
の
水

田�

井
議
員　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
が
始
ま
っ
て

以
来
３
年
が
経
過
し
よ
う
と
し

て
い
る
。
現
在
も
市
内
で
第
８

波
に
よ
る
新
規
感
染
者
が
急
増

し
て
い
る
が
、
そ
の
状
況
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
ど
の

よ
う
な
抑
止
策
を
展
開
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
伺
い
た
い
。

第
１
回
定
例
会
日
程
（
予
定
）

２
月
28
日�

㈫
10
時�

開
会

　

������　
　
　

�

議
案
の
上
程

３
月
２
日�

㈭
10
時�

一
般
質
問

　
　

７
日�

㈫
10
時�

議
案
審
議

　
　

８
日�

㈬
９
時�

委
員
会

　
　

９
日�

㈭
９
時�

委
員
会

　
　

17
日�

㈮
10
時�

委
員
長
報
告

�

議
案
審
議

�

閉
会

編　

集　

後　

記

　

昨
年
12
月
１
日
よ
り
、
改
選

後
の
い
す
み
市
議
会
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
か
ら
託
さ
れ
た

責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
な
が
ら
、

い
す
み
市
発
展
の
た
め
議
員
一

丸
と
な
り
一
生
懸
命
頑
張
る
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
号
の
議
会
だ
よ
り
か
ら
私

た
ち
が
編
集
委
員
と
な
り
、
市

民
の
皆
様
に
見
や
す
く
分
か
り

や
す
い
「
議
会
だ
よ
り
」
と
な

る
よ
う
に
心
掛
け
、
編
集
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ご
意
見
・
ご
提
言
が
あ
り
ま

し
た
ら
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

【
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会
】

委
員
長
　
黒
　
須
　
美
智
雄

副
委
員
長
　
太
　
田
　
雅
　
彦

委
　
員
　
せ
ん
だ
　
雄
　
太

委
　
員
　
山
　
口
　
朋
　
子

編
集　
議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

☎
０
４
７
０
︱
６
２
︱
１
４
０
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

　

https://www.city.isum
i.lg.jp

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　

gikai @
city.isum

i.lg.jp

路
が
社
会
基
盤
の
地
域
幹
線
排

水
路
と
し
て
欠
か
せ
な
い
役
割

を
担
っ
て
い
る
た
め
、
今
後
、

改
修
の
検
討
及
び
道
路
整
備
に

当
た
り
、
ど
の
程
度
の
構
造
物

が
必
要
と
な
り
、
ど
の
程
度
の

工
事
規
模
が
必
要
と
な
る
か
、

保
育
所
に
通
所
す
る
子
供
達
や

地
域
市
民
の
安
全
性
を
考
慮
し
、

地
域
に
と
っ
て
不
利
益
に
な
ら

な
い
よ
う
に
、
椎
木
堰
の
水
利

用
を
管
理
す
る
地
元
土
地
改
良

区
と
十
分
協
議
し
て
、
地
域
水

路
の
流
域
等
の
調
査
を
行
い
、

実
施
に
向
け
た
具
体
的
な
検
討

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

健�

康
高
齢
者
支
援
課
長　
市
内
に

お
け
る
感
染
症
患
者
の
状
況
は
、

９
月
26
日
以
降
、
全
国
一
律
で

発
生
届
の
全
数
届
出
が
見
直
さ

れ
た
こ
と
を
受
け
、
週
に
１
度

千
葉
県
か
ら
発
表
さ
れ
る
直
近

７
日
間
の
感
染
者
数
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

�　

県
か
ら
の
感
染
者
の
状
況
内

訳
を
み
ま
す
と
、
11
月
以
降

徐
々
に
感
染
者
が
増
え
て
お
り
、

市
で
は
抑
止
策
と
し
て
医
療
機

関
、
集
団
接
種
会
場
で
の
ワ
ク

チ
ン
接
種
の
ほ
か
、
基
本
的
感

染
対
策
の
注
意
喚
起
を
、
防
災

行
政
無
線
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
年
末
年
始
は
、
帰
省

や
外
出
な
ど
人
と
会
う
機
会
が

多
く
な
り
、
感
染
リ
ス
ク
が
高

ま
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
市
で

は
市
民
の
不
安
解
消
と
感
染
予

防
対
策
と
し
て
、
市
民
の
方
を

対
象
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
を
配

付
し
ま
す
。

議
会
の
傍
聴
自
粛
の
お
願
い

　

議
会
の
傍
聴
に
つ
い
て
は
、

市
民
の
皆
様
の
健
康
と
安
全

を
最
優
先
に
考
え
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

に
よ
る
感
染
拡
大
防
止
の
観

点
か
ら
、
感
染
の
影
響
が
終

息
す
る
ま
で
の
間
、
控
え
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

守
る
た
め
に
、
非
常
用
電
源
の

購
入
費
の
補
助
を
導
入
す
る
考

え
は
無
い
か
伺
い
た
い
。

福�

祉
課
長　
電
気
が
欠
か
せ
な
い

人
工
呼
吸
器
な
ど
の
医
療
機
器

は
、
停
電
に
備
え
て
バ
ッ
テ

リ
ー
を
搭
載
し
て
お
り
、
停
電

し
て
も
１
日
か
ら
10
時
間
程
度

は
も
つ
よ
う
な
構
造
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　

�　

ま
た
、
東
京
電
力
な
ど
多
く

の
電
力
会
社
で
は
、
長
期
間
に

及
ぶ
停
電
は
、
医
療
機
器
を
使

用
し
て
い
る
在
宅
療
養
者
に

と
っ
て
生
命
に
か
か
わ
る
こ
と

か
ら
、
有
事
に
備
え
ポ
ー
タ
ブ

ル
発
電
機
を
常
備
し
、
事
前
登

録
を
し
て
い
る
方
に
対
し
、
台

風
な
ど
の
災
害
に
よ
り
停
電
が

予
測
さ
れ
る
場
合
に
は
、
事
前

に
電
話
連
絡
に
よ
り
状
況
確
認

を
し
、
適
宜
貸
し
出
し
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

�　

い
す
み
市
に
お
い
て
も
「
高

齢
者
等
避
難
」
が
出
さ
れ
た
場

合
、
個
々
の
状
況
に
よ
っ
て
は

設
備
の
整
っ
た
福
祉
避
難
所
と

の
連
絡
・
調
整
を
行
な
っ
て
い

ま
す
が
、
長
期
停
電
時
の
医
療

機
器
に
対
す
る
非
常
用
電
源
は

必
要
な
も
の
と
考
え
ま
す
の
で
、

現
状
の
サ
ポ
ー
ト
体
制
、
先
進

地
事
例
の
検
証
、
財
源
の
確
保

等
多
方
面
か
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
ま
す
。
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